








11/3期上半期 決算概要

・前年同期比 「増収減益」

・売上高は予算を確保できたものの、売上高総利益率の低下、及び、
店舗出店やオンラインストアの強化に伴う人件費及び広告宣伝費等の
増加により営業利益、経常利益は前年同期比６２．６％。

・個人仕入高は 買取促進広告の強化 コメ兵心斎橋店の移転拡張・個人仕入高は、買取促進広告の強化、コメ兵心斎橋店の移転拡張、
買取センター吉祥寺の出店等に伴う効果により、前年同期比１２４．
３％と順調に増加。



11/3期 第２四半期決算のポイント

・売上高：11,853百万円（前年同期比628百万円増）

全エリアで前年同期比売上高ＵＰ。

特に東京地区及びオンラインストアの売上が順調に推移。

・売上高総利益率：28.2%（前年同期比▲0.6pt）

地金を中心とした中古品取扱事業者等への販売増加、及び低粗利在
庫の処分等により低下。

・販管費：3,088百万円（前年同期比238百万円増）

店舗出店やオンラインストア強化に伴い、戦略的に広告宣伝費を前
倒し使用。

・第２四半期末商品棚卸高：6,482百万円（前年同期比▲364百万円増第 四半期末商品棚卸高 , 百万円（前年同期比 百万円増
）

前年同期比では抑えたものの、下期の銀座店等新規出店に備え、計
画比では約１億円超過。

・個人仕入高：5,329百万円（前年同期比1,042百万円増）

ＴＶＣＭ等を活用した買取促進を行ったことや、買取センター吉祥
寺の出店等 店舗戦略も奏功し 順調に推移。寺の出店等、店舗戦略も奏功し、順調に推移。



１１／３期 上半期の外部環境①

・個人消費は依然厳しい環境の中、当社売上高は上半期を通して前年
値を上回り順調に推移。



11/3期 上半期の外部環境②

・2010年度上半期におけるアジアからの訪日外国人数は約４８％増加
。

・当社上期免税売上高は６６１百万円（前年同期比５０．５％増）。



11/3期 上半期の主な取組み

・オンラインストアのリニューアルの他、心斎橋店の移転拡張、買取
センター吉祥寺のオープンなど、店舗施策を実施。

・下期、コメ兵銀座店、ＬＩＮＫ ＳＭＩＬＥ（郊外型古着店）２店
舗の出店を予定。



商品別売上高増減要因

・地金相場高騰などの要因もあり、宝石・貴金属の売上高が大幅にＵ
Ｐ。



中古品・新品別売上高構成比

・個人買取をはじめ、中古品仕入が好調であったことから、中古品の
売上高構成比が向上。



エリア別売上高増減要因

・全エリアとも売上高は前年同期比プラス。

・新宿店が順調に推移。



仕入高増減要因

・買取センター、宅配買取の仕入が好調。

・宝石・貴金属、時計の仕入が増加。



第２四半期純利益増減要因

・売上高は増加したものの、販管費の増加及び売上高総利益率の低下
により第２四半期純利益は前年同期比で減少。



利益率の推移

・売上高総利益率の低下、販管費の増加により、営業利益率が低下。



上半期 販管費の推移

・売上高は増加したものの、人件費、広告宣伝費等の販管費も増加し
、売上高販管費比率は上昇。



貸借対照表

・前年同期比では、借入金を655百万円圧縮できたこともあり、自己
資本比率向上、有利子負債依存度も改善。



キャッシュ・フロー計算書

・棚卸資産の増加等により、営業キャッシュ・フローは▲259百万円
。

・出店等の設備投資により、投資活動によるキャッシュ・フローは
▲285百万円。





上半期の取組み

・「買取・販売チャネルの拡大・強化」の方針のもと、買取センター
吉祥寺等の出店、オンラインストアの強化、ＴＶＣＭ等の買取強化に
取り組む。



心斎橋店 概要

・リユースブランドファッションを楽しむ高感度ショッピング空間と
して滞留制の高い空間づくり、サービスの充実に取り組む。

・メインターゲットはブランドショッピングが好きな20代後半～40代
女性、サブターゲットはブランド時計の購買ニーズが高い男性層。



買取センター吉祥寺 概要

・住んでみたい街Ｎｏ．１の吉祥寺に9月11日にオープン。

・吉祥寺駅北口より徒歩３分。

・居ごこちの良い待合スペース。



オンラインストア売上高推移

・サイトをリニューアルしたことでお客様の利便性向上、売上高は前
年同期比122%。



ＴＶＣＭ

・有名な映画監督に依頼し、昔ながらのフレーズを復活させたＴＶＣ
Ｍを製作、中部地区を中心に放映。
 
・コメ兵ＨＰへの掲出にとどまらず、ユーストリーム、Twitter等を活用し、
クロスメディアの広告展開を実施。 





2011年３月期業績計画・上半期実績

・有楽町店閉店に伴うセールの実施、及び、銀座店、ＬＩＮＫ ＳＭ
ＩＬＥ等の新規出店による収益の底上げ、販管費や売上高総利益率の
適正なコントロールによる既存店の収益改善を見込み、通期予算は当
初計画どおりとし、今期、通期での増収増益を目指す。



下半期の取組み・課題

・コメ兵銀座店、ＬＩＮＫ ＳＭＩＬＥなどの新規出店を中心とした
営業面の戦略実施に取り組む。



新規出店 概要①

・2011年１月 銀座５丁目、みゆき通り沿いにコメ兵銀座店出店予定
。

・店内は「顧客ターゲット別」のフロア構成を採用。



新規出店 概要②

・下期、名古屋市に郊外型のリユース古着ショップ「ＬＩＮＫ ＳＭ
ＩＬＥ」を２店舗出店予定。



コスト対策の強化

・上期、ＴＶＣＭ等の広告宣伝を戦略的に前倒し実施、約71百万円予
算超過。

・下期、広告宣伝費をコントロールすることで年間５億円の当初予算
から４．５億円へと抑える予定。





出店戦略

・中型販売店舗やLINK SMILE、買取センターの出店を計画的に

進める。

・11/3期においては、

-心斎橋店の移転

-LINK SMILE*2店舗

-関東買取センター*2店舗

を計画。

12/3期以降はLINK SMILEを年間3店舗ず 出店する計画・12/3期以降はLINK SMILEを年間3店舗ずつ出店する計画。



中期売上高計画

・「買取・販売チャネルの拡大・強化」の中期経営方針に沿って

出店戦略を進めることで、中期的に売上高を伸ばしていく。

・11/3期の売上高は240億円、

13/3期の売上高は271億円を目指す。



中期販管費計画

・出店コストや広告宣伝費等の戦略コスト増加を見込む。

・全体的な経費コントロールに取組みながら、売上高販管費比率を

中期的に抑えていく。



中期利益計画

・中期的な増益計画。

・13/3期には営業利益14億円、売上高営業利益率5.2％を

目指す。

以上をもちまして、株式会社コメ兵2011年3月期 第2四半期決算説明
を終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。


